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研 究

生活環境の変化と子どもの食生活

一モンゴル国の首都と地方都市との比較一

吉田須美子1），岡暗　光子2）
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一

〔論文要旨〕

　近年，モンゴル国は諸外国から家電製品，各種食品が輸入され，人々の日常生活や食生活状態にも変化が生じて

きた。そこで生活環境の変化は児童の食生活にどのような影響を及ぼしているかにつき，都市と地方とを比較検討

する目的で調査を実施した。調査対象は，モンゴルのウランバートル市内の6小学校および地方都市の4小学校に

通学する児童（7～10歳）200人であった。調査項目は，身体計測，食生活に関する調査食事摂取状況調査であっ

た。身長年齢比は両地域間で差はみられなかったが，両地域ともに約10％，栄養失調の児童がみられた。両地域で

は，日常喫食する食品数・食事パターン，野菜の購入先などにかかわっていることが示唆された。

Key　words：モンゴル，児童，身長年齢比，食事パターン

1．はじめに

　モンゴル国の基幹産業は，畜産業を中心とした農牧

林業，鉱工業を中心とした産業である1・2）。1990年以

降，経済の構造改革：により社会主義の計画経済から市

場経済へと移行した3）。その結果，経済成長率は一時

マイナスの状態になったが，1994年には2．3％のプラ

スに転じ，現在ではプラスの成長率を維持している4）。

順調な経済的成長の反面，貧富の格差も大きな問題と

なっており3・　5），貧困世帯の占める割合は，2006年現在，

32．2％と高率である1）。一方，地方都市から首都ウラ

ンバートル市への人口流入も続いており，2007年現

在，全人口約260万人のうち約40％がウランバートル

市に集中している1）。近年では，ロシアや韓国をはじ

め，近隣アジアから電化製品，自動車および各種加工

食品が輸入され1・　2），首都ウランバートル市をはじめ，

地方都市で暮らす人々の生活状態，食生活状態には変

化が生じてきている6）。

　そこで本研究では，前記したような生活環境の変化

は児童の食生活にどのような影響を及ぼしているかに

つき，都市（首都ウランバートル）とトゥブ県内の地

方都市（以下，地方都市と略す）に居住する児童を対

象に検討した。

皿．対象と方法

1．調査対象

　調査対象児の選定はまず，小学校の選定をモンゴル

国立栄養研究所に依頼した。都市はウランバートル市

内の小学校（以下，都市），地方都市はウランバート

ル市から約100km離れたトゥブ県の児童が通う小学

校とした。次に小学校長に呼びかけ，調査の趣旨，内

容，方法などについての説明会を実施した。その結果，
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本調査の趣旨，内容，方法に賛同の得られたのは都市

では6小学校，地方都市では4小学校であった。次に，

児童の選出については，各小学校の校長に依頼した。

なお，選出時に当該児童は欠席が少ないこと，慢性疾

患に罹患していないことを条件とし，各小学校とも30

人くらいずつ無作為抽出するように依頼した。その結

果，都市の対象児は71名（7歳9名，8歳27名，9歳

22名，10歳13名），地方都市は129名（7歳19名，8歳

32名，9歳45名，10歳33名）であった。なお，都市の

児童数が地方都市より少ないのは，食物摂取状況調査

を実施するうえで，面接不可能な保護者がいたためで

ある。

2．調査時期

調査は2006年9月上旬および2007年9月下旬に実施

した。

3．調査内容および調査方法

i．身体計測

　身長，体重を常法により測定し，それらの値から

BMI〈体重（kg）／身長（m）2＞を算出した。

　身長の年齢・性別によるばらつきを標準化するため，

同年齢の標準身長およびBMIの標準偏差からZスコ

アを算出した。

　Zスコアの標準値としてWHO　Reference（2007）

のGrowth　reference　data　for　5－19yearsを用いた7）。

個々のZスコアは以下の計算式を使用した。

　　Zスコア＝［y－M（t）］／StDve（t）

　　　y…個々の測定結果

　　　M（t）…年齢tの平均値

　　　StDev（t）…年齢tの標準偏差

ii．食生活に関する調査項目

　児童の食事浸食時刻，食事喫食時の状況，間食の有

無，1日に陪食する野菜の種類，野菜の入手先などで

あった。記入方法は，設問肢選択式および自由記入法

を採用し，保護者に面接し，聞き取りにより実施した。

なお，面接は，事前に面接の仕方について訓練された

モンゴル国立栄養研究所研究員，およびモンゴル科学

技術大学栄養学科学生により実施した。

iii．食物摂取状況調査

　調査日前日に摂取した食事，間食内容を，保護者に，

面接し，聞き取り法により実施した。

小児保健研究

4．統計処理

　身体計測値，アンケート調査項目の統計処理は，エ

クセル統計2006を使用した。差の検定は，Leveneの

検定から等分散性を求め，t検定を行い，有意水準5％

をもって「差がある」と判定した。アンケート項目は

X2検定を行い，5％を有意水準とした。

皿．結 果

1．身体計測

　都市の児童の年齢に対する身長Zスコアは平均（標

準偏差）一〇．772±0．855，地方都市のそれは一〇．764±

1．023であった。BMI　Zスコアは都市の児童一〇．269

±1．Oll，地方都市の児童一〇．064±O．764であり，身

長ZスコアおよびBMI　Zスコアは，両地域間に差は

認められなかった（図1，2）。

2．食生活の状況

　朝食喫食時刻の平均は，都市の児童は地方都市の児

童に比較し，有意に遅く（p＜O．OOI），昼食喫食時刻

（sO160）
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は早かった（p＜0。05，表1）。

　野菜の購入先については両地域間で差がみられ，市

場での購入は都市60．6％，地方都市25．6％であり，前

者の割合が高かった。一方，個人商店での購入は都市

39．4％，地方都市71．3％であり，個人商店での購入は

後者が高かった（表2）。

　食物摂取状況調査から得た摂取食品数は，都市1

日平均（標準偏差）14．0（3．3）種類，地方都市12．8

（3．6）種類であり，前者は後者に比較し有意に多い（p

〈o．os）．

　次に，摂取食品はどのような食品群を多く喫食して

いるか検討するため，食品群を7つに分類し，喫食の

有無で検討した。乳製品類について，地方都市では

86。0％に対し，都市は70．4％で少なかった（表3）。

3．食事パターン

両都市における食事パターンにつき検討した。モン

表1　食事昌昌時刻

都　市 地　方 t一検定

朝食　　1

巨H
[　食

8154
P2：53

P9：19

8：10

P3：09

P9二10

＊：＊

氏DS．

　　t一検定：地域間の有意差
＊＊＊@：　p　〈O．OOI，　＊：　p　〈O．05

　　　　食事喫食時刻：平均

表2　野菜の購入先

　　都

氏≠V1

市（％） 　　地

祉j129

方（％）

z2検定

市　場 43 （60．6） 33 （25．6）

スーパー 8 （11．3） 1 （0．8）
＊＊＊

個人商店 28 （39．4） 92 （71．3）

その他 7 （9．9） 6 （4．7）

複数回答，単位：人（％）　＊＊＊’p＜0．001

表3　一日の食品群別の喫食状況

　　都

氏≠V1

市（％） 　　地

氏≠P29

方（％）

z2検定

穀類 71 （100．0） 129 （100．0）
n，S，

肉　類 70 （98．6） 127 （98．4） n、S．

野菜類 67 （94．4） 116 （89．9）
n．S．

乳製品類 50 （70．4） 111 （86．0） ＊＊

飲み物類 70 （98．6） 126 （97．7）
n．S．

菓子類 37 （52．1） 66 （51．2）
n．S．

果物類 17 （23．9） 26 （20．2）
n。S．

その他 69 （97．2） 123 （95．3）
n，S．

＊＊@：　p〈　O．O1
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ゴル国の食事は「白い食べもの」と呼ばれる乳製品と，

「赤い食べもの」と呼ばれる肉類の2つの食物を基本

としている8）。乳製品，肉はともに，保存性が高く，

さらに小麦粉は加工が簡単であり，日常の食卓には欠

かせない満州である。朝食と昼食はこれらを食材とし

た料理を作り，さらに，ミルク入り塩茶を組み合わせ

ている15）。朝食と昼食は乳製品を食べる習慣があるの

に対し，夕食は基本的に肉を食べる習慣がある8）。そ

こで，3食の食事パターンをa．「ミルク入り塩茶にプ

ラスしてパンやボーウなどの組合せ」，b．「塩茶にプ

ラスしてパンなどの組合せ」，c．「それ以外の組合せ」

と3つのパターンに分類し検討した。その結果，朝食

の食事パターンは都市より地方都市の児童に，a．「ミ

ルク入り塩茶とパンなどの組合せ」が有意に多く喫食

されていた（図3）。なお，「塩茶」とは碑茶（だん茶

ともいう）と呼ばれるレンガ状のお茶を削り，それを

お湯で煮出し，塩を加えたものである。さらに，ミル

クを加えたものを「ミルク入り塩茶」と呼んでいる6）。

　昼食の食事パターンも朝食同様に，a～cの3つの

パターンに分類し検：噂した。その結果，朝食同様，地

方都市の児童は，a．「ミルク入り塩茶とパンなどの組

合せ」を有意に多く喫食していた（図4）。

　なお，夕食の食事パターンについては，両都市では

ほぼ同様の内容であった（図5）。間食では，両地域

とも多様なものを食べており，差はみられなかった。

1V．考 察

　モンゴル国は草原が国土の80％を占め，伝統的な遊

牧国である1・8）。近年，草原から農耕地域または都市

への移動が進み，全人口260万人のうち，その半分近

くの約100万人は，首都ウランバートル市に居住して

都市

地方
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一225％　　1 4
「r

織礪織箋
1聖　　甲

@　．　鍵　　　左記以外の

@　お　　　組合せ39．4％

㌧一　　　　　　　　　　ノ㌧．

．　　ミルク入り塩茶

@　の組画せ52．0％榊 組合

茶の
Q0．9％

’

liiiii、lil嗣臣…　　ピ

　　　　　　　　　　　「r齊堅W翻羅醤露灘　　　　　　　　　　　ノ㌧．

、
ノL r ［　1

oO／o 20sOl・60　40sO16e　600／o　sosOe，60　l　ooO／o

　　　　　　　　　　ne検定＝＊＊p＜0．01
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ミルク入り　　　塩茶の
塩茶の組合せ　組合せ38．0％
　28．2YO6，

都市一息

　　　ミルク
　　　の組合

　　ノ、〆灘、

地方鍵囎縫1

oO／o

左記以外の
パターン
33．8％

200／o　40YO6，　60SOI，60　80SOI60　100SOI60

　　　　　　　　　　ズ検定：＊＊p＜0。01

　　図4　昼食パターン

　汁物の
組　せ53．5％

都市！藤

　　II魎莱
地方i7．8％

oO／o

　　物の
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妙め物の

組合せ35．20

20YO6，　40fO160　60SO）60

図5　夕食パターン
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ガ検定：n．s

いるといわれている1）。現在，モンゴル国では世帯の

所得格差が顕著になり，地方都市での貧困率も増加し

ている3＞。一方，自動車や家電製品および各種加工食

品などの輸入が増加し3），このような生活環境の変化

は，成長期にある子どもの健康，食生活にも影響を及

ぼしていると考えられる。そこで，今回著者らは，都

市および地方都市に居住する児童を対象に，生活環境

の変化は児童の食生活にどのような影響を及ぼしてい

るか検討する目的で調査した。

　身長ZスコアおよびBMI　Zスコアの平均，都市と

地方都市の児童を比較した結果，両地域間の児童に差

は認められなかった。すなわち，両都市の児童はそれ

ぞれ，加齢に伴い発育していることが推測される。岡

暗らの9）調査によると，モンゴルの都市の低所得層の

児童の身長Zスコアの一2以下は25％みられ，都市に

おいても軽度の栄養失調の児童がいた。今回調査した

児童のうち約10％の栄養失調の児童がみられた。この

背景には貧困の問題が関係しているものと考える。す

なわち，都市の貧困率は27．9％，地方都市では37．0％

であることから1），児童の食物摂取には，経済的要因

小児保健研究

が大きくかかわっていることが考えられる。

　パキスタンのアガ・カーン大学の調査結果（2004～

2005）は，パキスタンの都市の7～8歳児の身長Z

スコアの一2以下は17．8％であることを報告してい

る10）。また，ナイジェリアのアベオクタ農業大学の調

査結果でも，ナイジェリアの遊牧民7～10歳の身長Z

スコアの一2以下は35％であったことを報告してい

る11）。本調査結果をこれらのデータと比較すると，本

研究対象児の方が，栄養失調の児童は少ない状態であ

る。

　子どもの身体発育に及ぼす要因としては，経済的要

因以外には，家庭の職業，家族構成，母親の食事づく

りに対する意識や知識，食物入手の有無，気候などが

指摘できる12）。これら要因の中で食物入手状態は，日

常摂取する食事内容に及ぼす影響は大きいものと考え

る。そこで次に，食事内容につき検：零した。

　都市の1日の摂取食品数は平均（標準偏差）14．0

（3．3）種類であり，地方都市の12．8（3．6）種類に比較し，

有意に多かった。摂取している食品中，乳類果物

穀類（主に小麦粉），肉類などは主に購入している。

　モンゴル国立統計調査によると1），1か月1家族

当りの食費は都市では95，850トゥグルグ（日本円で

約9，500円），地方都市では82，353トゥグルグ（日本町

で約8，200円）であり，都市は地方都市に比較し，食

費の支出額は多い。今日では諸外国から小麦粉，並び

に各種加工食品が輸入されるようになった2）。特に都

市の市場には多種類の食品が出廻っている。したがっ

て，都市の家庭では，多種類の食品を購入可能であっ

たものと推測される。

　さらに野菜の購入先については，両地域間で差がみ

られ，都市では60％以上が市場，地方都市では70％以

上が個人商店で購入している。都市の市場で扱われて

いる野菜の種類およびその販売量も多いことから6），

個人商店を多くの人々が利用している地方都市より

も，都市の児童が摂取した野菜の種類数は多くなって

いたものと考える。

　モンゴル国では土壌，気象条件などの問題から多種

類の野菜を栽培することは困難である。前記したよう

に両都市での野菜の主たる購入先は異なっていたが，

現在では，多種類のものは望めないが，野菜は地方都

市でも購入可能であることが示された。この背景には，

都市から地方都市への道路が整備されてきたこと，お

よび自動車の普及により，野菜をはじめとする食品を
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地方都市へ輸送しやすくなったこと13），さらに，冷蔵

庫などの家電製品が普及してきたことも1），都市のみ

ならず地方都市でも野菜類を食べられるようになった

ことと関係しているものと考える。しかし，地方都市

の個人商店の店舗数，販売している野菜の種類および

量は都市に比較し，未だ少ない状態である13）。

　モンゴル族は伝統的に朝食時には塩茶やミルク入り

塩茶を飲む習慣がある6）。しかし，大野らのモンゴル・

ウランホト市の調査によると，調査対象者の約1／3

は塩茶をほとんど飲まないと答え，伝統的な食習慣が

希薄になりつつある14）。一方，調査対象は異なるが，

早川らのモンゴル・ウランバートル出身者と地方都市

出身者の女子大学生の飲み物の飲用状況調査による

と，両女子大学生ともに湯の飲用頻度が多く，湯以外

には前者は紅茶をはじめとし多種類の飲み物を飲用し

ているのに対し，後者は伝統的なミルク入り塩茶，塩

茶がよく飲まれていた15）。

　本調査結果では，地方都市の朝食で，「ミルク入り

塩茶にパンやボーウなどの組合せ」が5割以上，昼食

も朝食同様の組合せが4割以上あった。このことは，

地方都市では未だ伝統的な食習慣が維持されているこ

とを示唆する。

　モンゴル国の都市の1か月1家族当りの支出額は

232，188トゥグルグ（約23，200円），地方都市では

211，644トゥグルグ（約21，200円）である。家計支出

の構成比をみると，食料費は都市では39．5％，地方都

市では27．9％であり，前者は後者に比較し，食料費の

支出額は多い。このことは都市の家庭は食品以外に諸

外国から輸入された加工食品，野菜などを購入してい

たものと考えられる。

　なお，本研究で対象とした児童は200人と少なく，

本研究結果をもって，モンゴル国の都市と地方都市の

子どもの健康，食生活を一般化することは，当然のこ

とながら不可能である。今後も調査を継続し，データ

を集積していく必要があると考える。
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（Summary）

　The　daily　lives　and　dietary　habits　of　people　in　Mon－

golia　have　changed　in　recent　years　due　to　the　import

of　home　appliances　and　various　foods　from　abroad．　We

conducted　a　survey　on　the　effects　of　changes　in　the　1i’v－

ing　environment　and　children’s　diet　with　the　objective

of　comparing　urban　and　rural　areas．　Subjects　were　200

小児保健研究

children　aged　7　to　10　years　at　six　elementary　schools

in　the　city　of　Ulan　Bator　and　four　elementary　schools

in　rural　cities．　The　survey　included　items　on　physical

measurements，　diet，　and　dietary　intake．　Although　no

differences　in　height　for　age　were　observed　between　the

regions，　approximately　100／o　showed　children　in　both　re－

gions　of　malnutrition．　Relationships　with　routine　dietary

intake，　eating　patterns，　and　place　of　purchase　of　veg－

etables　were　suggested　in　both　regions．
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